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■外部卓話
NPO法人てらこや食堂ラッキーズ 
　　　　　　　　　　　　 代表理事　石井　とし子 様

●NPO法人てらこや食堂ラッキーズ概要
場所：相模原市相模大野６－１５－２７
開設：２０１９年１１月７日　
開所：２０２０年９月１７日
　　　NPO法人資格取得
開館日時：平日PM４：３０～７：００
活動内容：経済的または家庭的に貧
困という課題を持っている子ども達が集まって、宿題や勉強をし、
温かくておいしい栄養バランスを考慮した夕食を食べて、アットホーム
な楽しい時間を過ごしています。挨拶、身だしなみ、約束を守る、
迷惑をかけない努力、コロナ対策の衛生措置、仲間同士の連帯
感等の基本的な社会規範のしつけもそれとなく行っています。
●活動の成果
1. 子どもたちが玄関で靴を揃えるようになり、「こんにちは」「いただ
きます」「ごちそうさま」などの挨拶も出来るようになった。
２.ご飯の食べ方を知らない子が、上手に食べられるようになった。
３. 年齢の割に体格が小さい子は急激に背が伸びてたくましくなった。
４. 勉強をする生活習慣が身について、少しずつ成績が上がっていった。
5. 一人で机に向かっていた子の表情が明るくなり、みんなと楽しそ
うに仲良く話をするようになり、表情が見違えるほど明るくなった。
6. 学習支援ボランティアとの交流でお兄さん、お姉さんという良い信
頼関係が築かれている。
7. 食事支援ボランティアの人たちは、栄養価を考えながら豊かな種
類の料理を調理して提供活動することにより、生きがいを感じている。
●運営上の問題点
1. 子どもを集めるのが難しい「貧困」という言葉は使えない。子ど
もはコロナや卒業、飽きるなどで減少するので常に募集を続ける必
要がある。相模原市の後援を受けていて、社会福祉協議会からは
多大のご支援を頂いているが、子ども集めに関しても、その他の機
関にもお世話になりたい。
2. 大学生による学習支援ボランティアが授業やバイトを優先し、予
定をキャンセルしたり、やがて卒業するので安定した人材確保が困
難である。子どもにとっては若い学生が人気があるが、安定した参
加は一般人が良い。
3. 経済事情については、家賃、水道光熱費、インターネット環境、
学生の交通費などの固定費を総合すると年間約１００万円になる。
食費、消耗品費、その他の雑費を総合すると、年間１６０万円の
出費がある。市の助成金、理事会費、賛助会員費、寄付金など
の他に一般企業の助成金の申請をして賄っている。毎年一定の安
定した助成金を得られるような協賛金制度があればと願っている。

※紙面の都合上、お話の内容を一部抜粋して掲載させていただきました。
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■本日のスマイル  24,000円
■累　　　　 計  220,000円

■本日のスマイルBOX
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出　席 欠　席出　席（％）合　計 Zoomメイクアップ
前々回

第 2415 回 10月26日

第 2413 回 10月  5日

□出席報告：出席委員会　 10月26日
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　10月 5日（修正） 完全欠席=江尻、嶋津、鈴木(晴)、鈴木(雅)、竹村、中山(智)、松山、宮崎、柳谷

会報委員長  藤原　　担当委員  　長瀬　足立　鈴木（晴）　嶋津　小林　青木　奥橋　黒河内　須坂　中山（義）　松井　米田　　　
　

藤原　新一 君
★遅くなりましたが、8月にお祝いの品を頂き、ありがとうございました。また
　急用で早退しますが、会報のピンチヒッターを引き受けて頂いた長瀬
　様、小林様、ありがとうございました。
奥橋　園子 君
★㝡住AGようこそいらっしゃいました。選集は休会ですが、ばっちり伺って
　しまいました。岩本会員もです・・・
小方　實 君
★結婚記念日に花束をありがとうございました。
青木　亜也 君
★本日所用により早退します。
竹本　克二 君
★本日は遅れて申し訳ありません。

　住　悦子 様（相模原中RC　ガバナー補佐）
★１０月２4日の世界ポリオデーのイベントは天気も良く、大成功でした。 募  
　金活動、祈願祭への参加と、大変感謝しております。ありがとうござ
　いました。
一ノ瀬　裕 君
★昨日より時短営業要請が全面解除になりまして、世の中通常営業となり、
　感染者数も減少を保っています。11月炉辺会合よろしくお願い致します。
足立　 旬一 君
★てらこや食堂ラッキーズ石井としこ先生、ようこそいらっしゃいました。　
　卓話をよろしくお願い致します。
中村　文子 君
★石井様、本日は卓話をありがとうございます。すばらしい活動のお話を
　楽しみにしております。
徳久　京子 君、小野田　勝弘 君、若林　美佳 君
★㝡住AGようこそお越し下さいました。ゆっくり楽しんで下さい。

　鹿屋西訪問につきまして、手土産、スマイル、交通費の一部負担と
して予算通りの２０万円を支出いたしました。なお、参加者は１０名でござ
いました。

■委員会報告 50周年実行委員会　会計　鈴木　昌彦

■幹事報告 幹事　鈴木　昌彦

　本日もご出席いただきありがとうございます。感染者数が大幅に減少し
ておりますが、引き続き感染防止に努めた例会開催をして参りますので
ご協力をお願い申し上げます。
　11 月は炉辺会合開催を予定しています。リーダー、サブリーダーにお
かれましては、会場のご検討を早めにご準備をお願いいたします。次回
理事会にてテーマを決める予定でおります。
　鹿屋西訪問にご参加いただきました会員の皆様、訪問時に変更しまし
た旅費等について JTB 等からの連絡待ちとなっております。金額等が
決まりましたら連絡させていただきます。集金は例会時にと考えています
ので、よろしくお願いいたします。
【今月の例会予定】
11月  2日　休会
11月  9日　11：30～理事会④
11月  9日　慶祝、卓話
11月16日　11：30～ 50 周年実行委員会開催
　　　　　  12：30～クラブ協議会①、指名委員選出
11月23日　休会 
11月30日　卓話
11月　  日　炉辺会合
【今後の例会予定】
12月  7日　慶祝、年次総会
12月14日　11：30～理事会⑤
12月21日　クリスマス例会
12月28日　休会 

　住　悦子 様（相模原中RC　第5Ｂグループ・ガバナー補佐）
石井　としこ 様（NPO法人てらこや食堂ラッキーズ 代表理事）

杉﨑　信一 君
★日曜日、月曜日と友好クラブ鹿屋西RCに訪問して来ました。素晴らしいクラブと　会員の方々でした。
小川　仁司 君
★鹿屋西RC行ってきました。これからも例会が出来るようにマスク頑張ります。
岸　勲 君
★皆様、久し振りです。９月には、結婚記念日にお花を送って頂きありがとうござい　ました。
栗林　一郎 君
★鹿屋西RCへ行かれた皆様、お疲れ様でした。行けずに残念でした。

　10月は米山月間と地域社会の経済発展月間となっています。
　最初に後者について説明します。ロータリーでは大きなニーズに応える
ために 7 つの分野に重点をおき、効果的で持続可能性の高いプロジェ
クトを実施しています。そのうちの一つが「地域社会の経済発展」です。
ロータリーは、貧困地域や十分な支援が受けられない地域で測定可能
かつ長期的な経済発展を創出し、人びとと地域社会が貧困を緩和して
いけるよう支援しています。生産的で十分な収入をもたらす雇用の機会
の創出を通じて人びとの自立を促し、発展途上地域の（特に女性による）
企業を応援しながら、リーダーとなる人材を育てています。雇用されてい
るにもかかわらず 1 日にわずか 1ドル 90 セント（約２１２円）で暮らして
いる人の数は、世界で約８億人です。また、世界人口のおよそ半数が
農村地域に住んでいます。ほとんどの人はその生計を直接的または間
接的に農業から得ています。実際、世界の最も貧しい人々の大多数は
農村地域に住んでいます。
　ロータリーは、貧困問題に持続可能な解決策をもたらすために活動し
ています。起業家とリーダーの育成、特に女性のエンパワメントは、地域
社会の発展に欠かせません。ロータリー会員とロータリー財団は、自立に
役立つスキルの指導、家計を支えるための就職支援等を通じて、人び
とと地域社会の自立を促しています。ロータリーは、地域社会とそこに住
む人びとが経済的、社会的に自立できる道を開いています。主な活動
としては、小口融資、農業の促進、農村支援プロジェクト、人権問題
ではタンザニアのアルビノの人びとを迫害から守るための支援、ロータリー
とヘイファーインターナショナルによる小規模農業の支援、米国の先住民
族保留地へのソーラーライトの設置、そして地域社会の経済発展に関連
した仕事で活躍していくことを目指す専門職業人のための大学院レベル
の奨学金支援などを行っています。
　次に「公益財団法人ロータリー米山記念奨学会」についてですが、
将来母国と日本との懸け橋となって国際社会で活躍する優秀な留学生
を奨学することを目的としています。この奨学生はロータリークラブを通し
て日本の文化、習慣などに触れ、社会参加と社会貢献の意識を育て、
将来ロータリーの理想とする国際平和の創造と維持に貢献する人となる
ことが期待されます。この事業は１９５２年、東京ロータリークラブが発表
した「米山基金」に始まり、日本のロータリーの創始者である故・米山
梅吉氏の生前の功績を讃え、後世まで残るような有益な事業として東京
ロータリークラブが設立したのは、海外から優秀な学生を日本に招き勉学
を支援する奨学金事業でした。その背景には二度と戦争の悲劇を繰り
返さないために、平和日本を世界に伝え、国際親善と世界平和に寄与
したいというロータリアンたちの強い願いでした。２０２０～２１年度の寄付
金収入は１３億３千万円と前年とほぼ同額でした。しかし、個人平均寄
付額は約５００円増の１５，５１６円、また、特別寄付者割合は４６％とコ
ロナ禍にありながらも多くの支援をいただきました。寄付金の８３％ほどが

■本日のビジター

奨学金に、そのほかは補助費・維持費等に使われています。奨学生は
累計で２万２千人を超え、民間奨学団体では最大級の事業となっています。
　今後とも会員の皆様の絶大なるご支援をお願い致しまして、会長の時
間を終わらせて戴きます。

■会長の時間 会長　一ノ瀬　裕
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